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は
じ
め
に

明
治
期
以
降
に
北
海
道
に
移
住
し
た
鳥
取
県
人
に
関
す
る
調
査
に

よ
る
と（

（
（

、
鳥
取
県
で
は
、
明
治
一
〇
年
代
末
か
ら
県
の
主
導
に
よ
る

士
族
移
住
が
開
始
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
大
正
時
代
末
ま
で
に

お
よ
そ
七
千
二
百
余
戸
、
二
万
三
千
余
名
が
渡
道
し
て
い
る（

（
（

。
移
住

先
は
全
道
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
そ
の
形
態
は
、
①
士
族
授
産
に
伴

う
移
住
、
②
屯
田
兵
に
よ
る
移
住
、
③
農
業
従
事
者
の
団
体
移
住
、

④
漁
業
従
事
者
の
移
住
に
大
別
さ
れ
る（

（
（

。

本
稿
で
扱
う
山
陰
移
住
会
社
は
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
に

石
見
国
邇
摩
安
濃
両
郡
（
現
在
の
島
根
県
江
津
市
、
大
田
市
付
近
）

の
有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
倶
知
安
原
野
の
未
開
地
三
一
五
万
坪

の
開
墾
を
中
心
と
す
る
農
場
経
営
を
行
っ
た
組
織
で
あ
る
。
農
場
経

営
者
・
開
墾
従
事
者
は
島
根
県
人
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
鳥
取
県
か

ら
も
明
治
二
九
年
か
ら
三
一
年
に
か
け
て
約
六
〇
戸
が
移
住
し
て
い

る
。
前
述
の
形
態
で
言
え
ば
、
③
農
業
従
事
者
の
団
体
移
住
の
一
つ

で
あ
る
。

山
陰
移
住
会
社
の
概
要
を
さ
ら
に
述
べ
て
お
く
と
、
会
社
設
立
の

中
心
人
物
は
安
濃
郡
出
身
の
米
田
和
一
で
あ
る
。『
倶
知
安
の
八
十

年
』
に
よ
る
と
、
三
井
物
産
社
員
と
し
て
来
道
、
岩
内
に
在
住
の

折
、「
倶
知
安
原
野
有
望
の
報
を
知
り
、
島
根
県
か
ら
の
移
住
計
画

を
た
て
各
方
面
に
働
き
か
け
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
山
陰
移
住
会

社
が
設
立
（
明
治
二
十
八
年
）
さ
れ
、
同
年
か
ら
三
十
一
年
ま
で
に

二
百
四
戸
の
移
住
者
を
迎
え
、
倶
知
安
農
場
管
理
人
と
し
て
、
農
場

の
経
理
、運
営
に
あ
た
っ
た（

（
（

」
と
あ
る
。
米
田
和
一
が
草
し
た
史
料
、

山
陰
移
住
会
社
に
関
す
る
史
料
は
、
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
に
所
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蔵
さ
れ
る（

（
（

。
中
で
も
「
山
陰
移
住
会
社
関
係
書
類
（
参
考
資
料
第
弐

号
）」
は
、
山
陰
移
住
会
社
の
諸
相
を
知
る
基
礎
的
な
史
料
で
あ
る
。

本
稿
は
、
こ
の
史
料
の
分
析
を
軸
に
、
送
出
元
で
あ
る
山
陰
地
方
の

当
時
の
社
会
情
勢
、
会
社
設
立
の
契
機
、
農
場
の
開
設
（
小
作
人
が

入
植
を
ほ
ぼ
完
了
す
る
段
階
）
ま
で
を
俯
瞰
し
て
み
た
い
。

　
　

一　

移
住
前
夜
（
一
）

話
を
進
め
る
前
に
、「
山
陰
移
住
会
社
関
係
書
類
（
参
考
資
料
第

弐
号
）」（
以
下
、「
関
係
書
類
」）
に
つ
い
て
概
説
し
て
お
く
。「
関

係
書
類
」
は
、
米
田
和
一
の
手
に
な
る
も
の
で
、
会
社
設
立
の
発

端
か
ら
農
場
売
却
の
顛
末
ま
で
の
完
結
し
た
記
録
で
あ
る
。
記
載
は

一 

北
海
道
移
住
策
奨
励
宣
伝
、
二 

山
陰
移
住
会
社
創
立
顛
末
、
三 

北
海
国
有
未
開
地
貸
下
出
願
、
四 

倶
知
安
農
場
開
始
後
附
属
事
業
、

五 

農
場
売
却
顛
末
の
五
項
目
で
構
成
さ
れ
る
。
な
お
、
以
下
に
掲

載
す
る
史
料
で
「
関
係
書
類
」
か
ら
引
用
し
た
も
の
は
、
右
の
五
項

目
の
該
当
番
号
（
一
～
五
）
が
分
か
る
よ
う
に
表
記
し
た
。

さ
て
、
会
社
設
立
の
中
心
人
物
で
安
濃
郡
波
根
西
村
（
現
、
島
根

県
大
田
市
久
手
町
波
根
西
）
出
身
の
米
田
和
一
が
、「
石
見
余
剰
ノ

人
民
ヲ
北
海
道
ニ
移
住
セ
シ
ム
ル
ノ
策
」
を
草
し
た
の
は
、
明
治

二
五
（
一
八
九
二
）
年
一
二
月
一
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
史
料
１
〕（「
関
係
書
類
」
一
）

我
カ
郷
国
石
州
ノ
広
袤
東
西
二
十
五
里
南
北
廿
七
里
余
面
積

一
百
八
十
有
四
方
里
余
此
ニ
棲
息
ス
ル
三
十
万
ノ
同
胞
三
分
ノ

二
ハ
農
業
ヲ
以
テ
生
活
ノ
基
本
ト
ナ
ス
然
ル
ニ
耕
作
ノ
用
ニ
供

ス
可
キ
田
畑
ノ
反
別
四
万
〇
四
百
七
拾
八
町
歩
之
レ
ヲ
農
家
ノ

数
五
万
四
千
百
九
十
二
戸
ニ
配
当
ス
レ
ハ
一
戸
ニ
付
七
反
四
畝

歩
余
ニ
過
キ
ス
剰
ヘ
土
地
磽
确
ニ
シ
テ
米
麦
実
ラ
ス
山
ハ
概
子ネ

禿
赭
ニ
シ
テ
伐
ル
可
キ
ノ
樹
木
ナ
ク
江
川
ハ
山
陰
ノ
第
一
位
ニ

居
リ
乍
ラ
之
ヲ
利
用
ス
ル
ノ
事
業
ナ
シ
往
時
ハ
鉱
山
事
業
盛
ニ

興
リ
シ
カ
今
ヤ
悉
ク
廃
シ
之
ニ
従
事
セ
ル
幾
千
ノ
人
民
ハ
糊
口

ノ
途
ヲ
失
ヒ
饑
餓
ニ
泣
ク
者
日
ニ
月
ニ
増
加
シ
沿
岸
四
十
里
僅

ニ
鯵
鯖
鯣
ノ
如
キ
産
出
ア
ル
ヲ
以
テ
一
万
二
千
ノ
漁
民
ハ
農
家

ノ
如
ク
困
苦
ハ
甞
メ
サ
ル
モ
尚
且
ツ
暴
風
怒
涛
ノ
久
シ
キ
ア
レ

ハ
六
十
八
浦
人
ニ
生
色
ナ
キ
ニ
至
ル
生
計
ノ
根
本
タ
ル
農
業
ト

漁
業
ニ
於
テ
此
ノ
如
シ
随
テ
工
業
興
ラ
ズ
商
況
萎
痹
シ
人
心
卑

屈
ニ
流
レ
士
気
振
ハ
ス
目
下
ノ
景
況
ニ
於
テ
猶
且
ツ
然
リ
況
ン

ヤ
年
々
歳
々
二
千
ニ
超
ユ
ル
人
口
ノ
増
殖
ス
ル
ニ
於
テ
オ
ヤ
我

カ
三
十
万
ノ
同
胞
ハ
コ
ノ
年
々
歳
々
増
殖
ス
ル
人
民
ニ
如
何
ナ

ル
職
業
如
何
ナ
ル
生
計
ヲ
与
ヘ
ン
ト
欲
ス
ル
乎
コ
レ
石
州
人
民

ノ
一
大
緊
急
問
題
ナ
リ

こ
の
建
策
は
、
翌
二
六
（
一
八
九
三
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
石
見
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郷
友
会
雑
誌（
第
一
九
号（

（
（

）』に
掲
載
さ
れ
た
。端
的
に
い
え
ば
、「
年
々

歳
々
二
千
ヲ
超
ユ
ル
人
口
ノ
増
殖
ス
ル
」
こ
と
に
見
合
う
だ
け
の
産

業
が
、
石
見
地
方
に
見
当
た
ら
な
い
こ
と
。
こ
の
こ
と
が
「
石
州
人

民
ノ
一
大
緊
急
問
題
」
で
あ
り
、
北
海
道
へ
の
移
住
が
難
局
打
開
の

良
案
と
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
人
口
を
支
え
る
だ
け
の
地
場
産
業
が
存
在
し
な
い
と
い

う
現
象
は
、
特
に
石
見
地
方
に
固
有
の
問
題
だ
っ
た
わ
け
で
は
な

い
。
余
剰
労
働
力
を
他
地
方
に
移
し
て
何
ら
か
の
職
を
与
え
、
送
出

後
に
適
正
な
人
口
を
得
て
地
域
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
と
い
う
論

法
は
、
移
住
す
る
事
由
と
し
て
よ
く
見
ら
れ
る
も
の
で（

（
（

、
米
田
の
建

策
も
ま
た
同
類
の
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、米
田
が
北
海
道
移
住
を
企
図
し
て
い
た
明
治
二
六（
一
八

九
三
）
年
一
〇
月
、
西
日
本
一
帯
は
明
治
年
間
最
大
の
風
水
害
に
見

舞
わ
れ
た
。
次
の
史
料
は
、
島
根
県
か
ら
内
務
省
に
提
出
さ
れ
た

一
〇
月
一
九
日
発
の
第
二
報
で
あ
る
。

〔
史
料
２
〕（「
公
文
雑
纂
」
明
治
二
十
六
年
・
第
十
五
巻
・
内
務
省
五
）

被
害
ハ
松
江
市
ヲ
最
ト
シ
出
雲
石
見
隠
岐
全
般
ニ
渉
レ
ル
モ
就

中
内
海
湖
水
ノ
沿
岸
地
及
ヒ
出
雲
国
斐
伊
川
神
戸
川
飯
梨
川
伯

太
川
石
見
国
江
川
浜
田
川
三
隅
川
益
田
川
高
津
川
カ
ホ
ノ
川

（
下
府
川
ナ
ル
ベ
シ
）
隠
岐
国
八
尾
川
沿
岸
ノ
十
一
ガ
最
モ
甚

シ
ク
殊
ニ
江
川
ノ
出
水
四
丈
九
尺
ニ
及
ビ
（
後
略
）

右
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
こ
の
風
水
害
に
よ
り
「
出
雲
石
見
隠
岐
全

般
」
に
及
ぶ
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
が
分
る
。
し
か
し
、
翌
二
〇

日
の
報
告
書
に
付
け
ら
れ
た
「
被
害
概
算
表
」（「
公
文
雑
纂
」
明
治

二
十
六
年
・
第
十
五
巻
・
内
務
省
五
）
に
よ
る
と
、
被
害
が
甚
大
な
の
は

出
雲
国
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
死
者
数
は
出
雲
国
四
〇
名
に
対
し
て

石
見
国
六
名
、
浸
水
家
屋
は
出
雲
国
一
二
，
九
七
七
棟
に
対
し
て
石

見
国
六
七
五
棟
、
堤
防
決
壊
は
出
雲
国
一
二
，
五
七
〇
間
に
対
し
て

石
見
国
五
一
五
間
と
い
っ
た
状
況
で
あ
っ
た
。
次
の
史
料
は
、
こ
の

水
害
に
関
す
る
米
田
の
記
述
で
あ
る
。

〔
史
料
３
〕（「
関
係
書
類
」
一
）

暴
風
洪
水
ノ
罹
災
者
救
済
ノ
良
策
ハ
北
海
道
移
住
ヲ
保
助
奨
励

ス
ル
ニ
在
リ
（
以
上
題
名
）
激
雨
天
ヲ
破
リ
烈
風
地
ヲ
動
カ
シ

狂
浪
怒
涛
之
レ
ニ
伴
ヒ
前
代
未
曾
有
ノ
洪
水
至
ル
数
里
ノ
堤
防

瞬
間
ニ
破
壊
セ
ラ
レ
万
頂
ノ
良
田
幾
多
ノ
市
街
ハ
忽
チ
変
シ
テ

蒼
海
ト
ナ
リ
家
屋
ハ
流
失
シ
船
舶
ハ
破
損
シ
居
ル
ニ
家
ナ
ク
出

ツ
ル
ニ
路
ナ
ク
衣
ル
ニ
由
ナ
ク
食
ス
ル
ニ
術
ナ
ク
号
泣
救
ヲ
求

ム
ル
モ
ノ
万
ヲ
以
テ
数
フ
ル
ニ
至
ル
嗚
呼
是
レ
何
等
ノ
惨
何
等

ノ
憺
之
レ
実
ニ
去
日
本
県
下
暴
風
洪
水
ノ
惨
況
タ
リ
之
レ
ガ
救

済
ノ
策
ヲ
講
ス
ル
ハ
目
下
ノ
急
務
タ
ル
可
シ
（
傍
線
伊
藤
）

話
は
前
後
す
る
が
、「
関
係
書
類
」
の
巻
頭
つ
ま
り
「
一 

北
海
道
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移
住
策
奨
励
宣
伝
」
の
書
き
出
し
は
、「
山
陰
移
住
会
社
沿
革
大
要
」

か
ら
始
ま
る
。
ま
ず
、
米
田
が
移
住
を
構
想
し
た
「
発
端
」「
方
策
」

が
語
ら
れ
、
次
い
で
「
此
業
ヲ
遂
行
セ
シ
メ
ル
ニ
ハ
是
非
自
ラ
郷
国

ニ
帰
リ
親
シ
ク
有
力
家
ノ
賛
同
ヲ
得
サ
ル
可
ラ
サ
ル
」
と
し
て
、
明

治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
四
月
一
五
日
か
ら
一
〇
月
八
日
ま
で
、
郷

里
の
名
望
家
、
郡
長
、
島
根
県
知
事
、
代
議
士
等
に
対
し
て
精
力
的

な
運
動
を
展
開
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
そ
の
二
日
後
に
降
雨
が
始

ま
っ
た
の
で
あ
る
。「
本
月
十
日
夜
ヨ
リ
降
雨
打
続
キ
十
四
日
ニ
至

リ
暴
風
雨
益
烈
シ
ク
」（「
公
文
雑
纂
」
明
治
二
十
六
年
・
第
十
五
巻
・
内
務

省
五
）
と
い
う
事
態
は
、
ま
さ
に
米
田
が
北
海
道
移
住
を
企
図
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
発
生
し
た
。
米
田
が
「
之
レ

ガ
救
済
ノ
策
ヲ
講
ス
ル
ハ
目
下
ノ
急
務
タ
ル
可
シ
」と
記
し
た
の
は
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
失
す
る
こ
と
な
く
、
こ
の
風
水
害
を
北
海
道
移
住
の

契
機
の
一
つ
に
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
出
雲
国
よ
り
も
被
害
が

少
な
か
っ
た
石
見
国
の
復
興
に
力
を
注
ぐ
と
い
う
選
択
肢
は
、
米
田

に
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
ま
で
、
米
田
が
北
海
道
移
住
に
執
着
し
た
理

由
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

〔
史
料
４
〕（「
石
見
余
剰
ノ
人
民
ヲ
北
海
道
ニ
移
住
セ
シ
ム
ル
ノ
策
」「
関

係
書
類
」
一
）

余
想
フ
所
ア
リ
北
海
道
ニ
渉
リ
爾
来
二
ヶ
年
十
一
州
ノ
沿
岸
石

狩
十
勝
ノ
内
部
ヲ
跋
渉
シ
親
シ
ク
海
陸
諸
業
ノ
実
況
ヲ
視
察
セ

シ
ニ
至
ル
所
内
地
各
府
県
ノ
移
民
地
ア
ラ
サ
ル
ナ
ク
昨
ハ
荒
漠

無
人
ノ
境
モ
今
ハ
変
シ
テ
田
圃
開
ヶ
炊
煙
盛
ニ
騰
ル
ノ
部
落
ヲ

見
ル
加
之
尚
ホ
団
体
移
住
ヲ
為
ス
モ
ノ
日
ニ
月
ニ
増
加
シ
未
墾

地
貸
下
許
可
ヲ
得
ン
ト
欲
シ
テ
入
込
ム
者
続
々
絶
エ
ス
此
勢
ヲ

以
テ
推
シ
遷
ラ
ハ
六
千
九
百
十
八
方
里
ノ
面
積
ア
ル
本
道
モ
今

ヨ
リ
五
六
年
ヲ
出
テ
ス
シ
テ
借
区
ノ
許
可
ヲ
得
ン
ト
欲
ス
ル
モ

余
地
ナ
キ
ニ
至
ル
（
傍
線
伊
藤
）
可
シ
ヨ
シ
幾
分
ノ
余
地
ヲ
存

ス
ル
ニ
モ
セ
ヨ
開
墾
耕
作
ニ
適
ス
ル
ノ
地
ハ
索
ム
レ
ト
モ
得
可

ラ
サ
ル
ニ
至
ル
ハ
昭
ナ
リ
然
ル
ニ
今
日
ニ
至
ル
マ
テ
我
石
州
人

ノ
本
道
開
墾
事
業
ニ
着
目
経
営
ス
ル
者
ア
ル
ヲ
聞
カ
ス
今
ニ
シ

テ
之
レ
ガ
計
ヲ
ナ
ス
ニ
ア
ラ
ス
ン
バ
北
海
道
無
尽
ノ
天
恵
ヲ
空

シ
ク
他
人
ノ
掌
中
ニ
帰
セ
シ
メ
之
レ
カ
分
与
ヲ
受
ク
ル
能
ハ
サ

ル
ニ
至
ル
可
シ

三
井
物
産
社
員
と
し
て
渡
道
し
岩
内
に
在
住
し
て
い
た
米
田
は
、

北
海
道
の
経
済
的
発
展
に
伴
う
利
益
を
郷
里
に
も
た
ら
す
こ
と
、
そ

れ
と
共
に
北
海
道
に
お
け
る
大
農
場
経
営
に
自
身
が
直
接
関
わ
る
こ

と
を
思
い
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、明
治
二
（
一
八
六
九
）

年
に
六
万
人
に
満
た
な
か
っ
た
道
内
人
口
は
、
北
海
道
庁
が
置
か
れ

た
明
治
一
九
年
末
に
は
三
〇
万
人
を
超
え
た
。
同
年
六
月
に
は
、
北

海
道
土
地
払
下
規
則
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
か
ら
移
住
者
数
は
急
増

し
、
明
治
二
七
年
に
は
六
〇
万
人
を
超
え
た（

（
（

。「
借
区
ノ
許
可
ヲ
得
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ン
ト
欲
ス
ル
モ
余
地
ナ
キ
ニ
至
ル
」
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。

　　
　

二　

移
住
前
夜
（
二
）

次
に
、
前
述
し
た
明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
四
月
一
五
日
か
ら

一
〇
月
八
日
ま
で
の
米
田
和
一
の
動
き
に
つ
い
て
時
系
列
で
補
足
し

て
お
く
。
岩
内
を
発
っ
た
米
田
は
東
京
に
着
き
、
ま
ず
在
京
の
郷
里

有
力
者
に
北
海
道
移
住
策
を
説
く
。
こ
れ
が
四
月
一
五
日
の
こ
と
で

あ
る
。
五
月
一
四
日
に
は
上
京
中
の
島
根
県
知
事
大
浦
兼
武
を
訪
ね

る
。〔

史
料
５
〕（「
関
係
書
類
」
一
）

北
海
道
ニ
島
根
県
殖
民
地
ヲ
設
ク
ル
ノ
時
機
失
フ
可
ラ
サ
ル
事

状
ヲ
具
陳
シ
併
セ
テ
北
海
道
未
墾
地
貸
下
許
可
ヲ
得
ル
様
北
海

道
庁
長
官
宛
ノ
添
書
ヲ
乞
フ
知
事
快
ヨ
ク
快
諾
セ
ラ
レ
直
ニ
属

官
ニ
命
シ
テ
北
垣
国
道（

（
（

氏
宛
ノ
添
書
ヲ
認
メ
サ
セ
余
ニ
与
ヘ
ラ

レ
且
ツ
諭
シ
テ
曰
ク
兎
ニ
角
事
業
ヲ
起
ス
ニ
ハ
資
本
ヲ
要
ス
郷

国
有
力
家
ノ
賛
助
ヲ
求
ム
ル
ニ
如
カ
ズ
ト
余
ハ
更
ニ
郷
国
資
本

家
ノ
賛
成
ヲ
得
ル
様
知
事
ノ
助
勢
ヲ
懇
願
ス

島
根
県
知
事
の
賛
同
を
得
た
こ
と
、
土
地
貸
下
の
認
可
権
を
持
つ

北
海
道
庁
長
官
へ
の
添
書
を
得
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
。
米
田
は
同

日
の
う
ち
に
、
北
垣
の
寓
居
を
訪
ね
、
こ
の
添
書
を
提
出
し
て
い
る
。

な
お
、
米
田
が
大
浦
を
訪
ね
た
そ
の
翌
日
付
け
で
、
北
海
道
移
住
に

関
す
る
「
島
根
県
告
諭
第
二
号
」
が
出
さ
れ
て
い
る
。

〔
史
料
６
〕（「
関
係
書
類
」
二
）

旧
来
北
海
道
ヘ
移
住
ス
ル
モ
ノ
ハ
概
子ネ

開
墾
事
業
ヲ
以
一
家
ヲ

経
営
ス
ル
ノ
目
的
方
法
確
立
セ
ス
漫
然
空
望
ヲ
懐
テ
往
ク
モ
ノ

多
キ
カ
故
ニ
他
日
実
況
ノ
予
想
ト
大
ニ
異
ナ
ル
所
ア
ル
ヲ
発
見

ス
ル
モ
如
何
ト
モ
為
シ
難
ク
僅
カ
ニ
労
役
ヲ
以
糊
口
ス
ル
カ
如

キ
悲
惨
ノ
境
遇
ニ
陥
リ
（
中
略
）
北
海
道
庁
ニ
於
テ
管
内
原
野

中
開
墾
ニ
適
ス
ル
土
地
ヲ
撰
擇
シ
一
万
五
千
坪
宛
ニ
区
画
ヲ
為

シ
移
住
開
墾
ヲ
為
サ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
丶
便
利
ヲ
図
ル
目
的
ヲ
以

テ
既
ニ
着
手
シ
現
今
成
業
ノ
土
地
有
之
数
十
名
団
結
移
住
ヲ
為

ス
ニ
最
モ
適
当
ノ
趣
ニ
付
移
住
者
ニ
シ
テ
三
十
戸
以
上
団
結
シ

移
住
規
約
ヲ
締
盟
シ
地
方
官
ノ
認
可
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
ハ
土
地
貸

下
等
同
庁
ニ
於
テ
特
別
許
可
ノ
筈
ニ
付
団
結
移
住
者
ハ
左
ニ
記

載
ス
ル
移
住
規
約
ノ
要
領
ニ
基
キ
規
約
ヲ
結
ヒ
所
轄
島
庁
郡
市

役
所
ヲ
経
テ
県
庁
ノ
認
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
（
傍
線
伊
藤
）

　
　
　

明
治
二
十
六
年
五
月
十
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
取
県
知
事
大
浦
兼
武

　
　
　
　
　
（
以
下
、「
要
領
」
は
略
す
）　
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傍
線
部
に
は
、「
三
十
戸
以
上
」
で
「
移
住
規
約
」
を
定
め
て
「
地

方
官
」
＝
知
事
の
認
可
を
受
け
れ
ば
、
北
海
道
庁
は
土
地
貸
下
等
に

特
別
許
可
を
出
す
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
大
浦
知
事
が
米

田
和
一
の
要
望
を
聞
き
入
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

米
田
が
東
京
を
発
ち
、松
江
に
着
い
た
の
は
六
月
一
四
日
で
あ
る
。

松
江
で
は
、
荒
島
村
の
佐
々
木
善
右
衛
門
、
島
根
県
庁
で
県
書
記
官
、

雑
賀
町
の
農
学
士
・
中
村
鉄
太
郎
を
訪
ね
て
北
海
道
移
住
を
説
い
て

い
る
。
松
江
を
発
っ
て
郷
里
の
波
根
西
村
に
着
い
た
の
は
六
月
二
一

日
で
、
七
月
三
日
に
は
五
十
猛
村
長
の
紹
介
で
邇
摩
安
濃
郡
長
・
藤

岡
直
蔵（
（1
（

に
会
し
て
北
海
道
移
住
策
に
つ
き
依
頼
し
て
い
る
。
九
月

一
八
日
に
は
、
代
議
士
清
水
文
二
郎
が
大
田
村
で
議
会
報
告
会
を
開

く
席
上
で
、
参
集
し
た
各
村
長
に
北
海
道
移
住
に
つ
い
て
の
説
明
を

行
っ
た
。
こ
の
時
に
米
田
参
加
の
労
を
と
っ
た
の
は
、
移
住
全
般
に

深
く
関
わ
り
、
の
ち
代
議
士
と
な
る
恒
松
隆
慶
で
あ
る
。
九
月
二
一

日
に
は
「
北
海
道
移
住
会
社
仮
定
款
」
を
作
り
上
げ
、
二
四
日
に
川

合
村
の
名
望
家
・
岩
谷
善
右
衛
門
を
訪
ね
北
海
道
移
住
会
社
設
立
の

協
力
依
頼
を
し
て
い
る
。

　

島
根
県
知
事
、
北
海
道
庁
長
官
、
郷
里
の
郡
長
・
代
議
士
・
村
長
・

名
望
家
等
へ
と
展
開
し
た
運
動
は
、手
堅
く
効
果
的
で
あ
っ
た
。「
兎

ニ
角
事
業
ヲ
起
ス
ニ
ハ
資
本
ヲ
要
ス
郷
国
有
力
家
ノ
賛
助
ヲ
求
ム
ル

ニ
如
カ
ズ
」（〔
史
料
５
〕）
と
い
う
大
浦
知
事
の
助
言
を
忠
実
に
守
っ

た
形
と
な
っ
た
。

米
田
の
運
動
を
支
え
て
移
住
計
画
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の

は
、邇
摩
安
濃
郡
役
所（
大
森
村
）で
あ
っ
た
。明
治
二
六（
一
八
九
三
）

年
一
二
月
二
一
日
、
同
郡
役
所
で
勧
業
諮
問
会（
（1
（

が
開
催
さ
れ
、「
北

海
道
移
住
地
撰
定
ノ
可
否
」
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ

に
対
し
「
先
ツ
北
海
道
ノ
実
地
ヲ
踏
査
」
す
る
こ
と
が
必
要
で
、「
両

郡
各
組
合
費
ヲ
以
テ
適
当
ノ
人
ヲ
派
遣
シ
移
住
地
撰
定
セ
シ
メ
ン
」

と
決
め
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
郡
長
・
藤
岡
直
蔵
、
資
本
家
代

〔図〕

明治 11（1878）年７月に制定された郡区町村編制法によっ
て島根県（鳥取県併合時代）は、13 の郡区に編制された。
邇摩郡と安濃郡は一括りの郡区「邇摩安濃郡」となっている。
（伊藤康「鳥取県の地域編制に関する実証的考察（２）―「郡区」
の成立と展開・初期郡長の実相」『鳥取市史研究』第 22 号、2002 年）
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表
・
岩
谷
善
右
衛
門
、
案
内
者
と
し
て
米
田
和
一
が
渡
道
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。（
以
上
、「
関
係
書
類
」
二
）

　　
　

三　

移
住
の
申
請

藤
岡
、
岩
谷
、
米
田
三
名
の
渡
道
の
日
程
や
経
路
等
は
詳
ら
か
で

は
な
い
。
た
だ
、「
北
海
道
移
住
地
取
調
ノ
件
」（「
関
係
書
類
」二
）に
は
、

「
往
還
ト
モ
凡
三
十
日
間
」
と
し
て
各
々
六
〇
円
が
実
費
支
給
さ
れ

る
こ
と
と
記
さ
れ
る
。
渡
航
時
期
は
、
次
の
史
料
の
日
付
か
ら
春
を

待
っ
て
の
渡
道
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
史
料
７
〕（「
関
係
書
類
」
三
）

　
　
　
　

貸
下
予
定
ノ
義
ニ
付
願

今
般
島
根
県
内
ヨ
リ
農
民
移
住
御
貸
下
地
撰
定
ノ
為
メ
本
道
ヘ

渡
航
仕
候
趣
旨
タ
ル
ヤ
我
県
地
ハ
耕
地
ニ
比
シ
テ
人
口
夥
多
殊

ニ
石
見
国
ノ
如
キ
ハ
元
来
土
地
磽
确
加
フ
ル
ニ
近
年
人
口
ノ
増

殖
著
シ
ク
随
ツ
テ
農
家
稼
穡
ノ
土
地
ニ
乏
シ
ク
之
ヲ
既
往
ニ
徴

シ
テ
将
来
ヲ
押
セ
ハ
細
民
生
活
ノ
困
難
転
タ
寒
心
ニ
耐
ヘ
サ
ル

モ
ノ
有
之
是
ヲ
以
テ
邇
摩
安
濃
両
郡
各
村
組
合
会
ノ
決
議
ニ
依

リ
同
郡
長
并
ニ
移
住
地
取
調
委
員
不
肖
善
右
衛
門
実
地
ヲ
踏
検

シ
農
業
適
当
ノ
土
地
即
チ
胆
振
国
虻
田
郡
倶
治マ
マ

安
村
ヲ
撰
定
セ

リ
（
傍
線
伊
藤
）
依
テ
一
先
ツ
帰
県
ノ
上
予
テ
申
合
ノ
同
志
者

ト
尚
協
議
ノ
上
来
ル
明
治
廿
八
年
ヨ
リ
同
三
十
年
迄
ニ
精
良
ノ

農
民
二
百
戸
ヲ
移
住
セ
シ
メ
主
ト
シ
テ
県
内
細
民
ニ
稼
穡
ノ
基

本
ヲ
得
セ
シ
メ
傍
ラ
自
営
ノ
農
場
ヲ
開
キ
且
隣
保
団
結
漸
次
一

ノ
自
活
体
ヲ
組
織
シ
聊
カ
本
道
拓
殖
ノ
御
主
趣
ヲ
貫
徹
仕
度
精

神
ニ
有
之
候
間
何
卒
右
倶
治マ
マ

安
別
紙
図
面
朱
線
ノ
ケ
所
四
百
万

坪
（
傍
線
伊
藤
）
ヲ
御
貸
下
予
定
地
ニ
御
承
認
被
下
度
此
段
伏

而
奉
懇
願
候
也

　
　
　

明
治
二
七
年
五
月
二
九
日

　
　
　
　
　
　
　

島
根
石
見
国
安
濃
郡
川
合
村
三
百
四
十
四
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
民
農　

岩
谷
善
右
衛
門

　
　
　

北
海
道マ

マ長
官
北
垣
国
道
殿

こ
の
願
書
は
下
書
き
で
あ
り
、
見
え
消
し
線
を
伴
う
修
正
が
数
カ

所
あ
る
。
こ
の
願
書
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
第
一
に
、
実
地
踏
査
の

結
果
と
し
て
、倶
知
安
を
移
住
地
に
選
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、

候
補
地
を
倶
知
安
に
す
る
こ
と
は
、
事
前
に
決
ま
っ
て
い
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
案
内
者
の
米
田
は
〔
史
料
４
〕
の
と
お
り
土
地
鑑
も

あ
り
、
候
補
地
を
倶
知
安
と
決
め
た
後
に
郷
里
に
戻
っ
て
き
た
の
で

あ
る（
（1
（

。「
関
係
書
類
」
一 

に
も
、
倶
知
安
を
踏
査
し
た
記
録
が
綴
ら

れ
て
い
る
。「
倶
知
安
原
野
調
査
」
と
題
さ
れ
た
罫
紙
（
七
丁
）
と
「
胆

振
国
虻
田
郡
倶
治マ
マ

安
原
野
見
取
図
」（
一
舗
）
か
ら
な
る
資
料
は
、
日

付
は
な
い
が
米
田
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
罫
紙（
魚
尾
）に「
岩
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内
」
と
印
刷
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
米
田
が
岩
内
に
在
住
し
て
い
る
時

に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
に
、
農
場
経
営
の
大
枠
が
す

で
に
定
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
か
ら

三
〇
年
ま
で
に
二
百
戸
を
移
住
さ
せ
る
こ
と
、
四
百
万
坪
の
土
地
貸

下
を
願
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
実
際
に
土
地
貸
下
が
認
可
さ
れ
る
の
は
翌
明
治
二
八
年

五
月
ま
で
ず
れ
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、「
他

ニ
モ
希
望
者
多
々
有
之
」
こ
と
を
理
由
に
四
百
万
坪
に
及
ぶ
貸
下
げ

に
道
庁
が
難
色
を
示
し
た
こ
と
、
二
つ
の
団
体
が
同
じ
場
所
を
貸
下

し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
方
は
、
岩
谷
善
右
衛
門
つ
ま
り

米
田
の
団
体
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
松
江
市
在
住
の
士
族
鈴
木
新
外

三
名
の
団
体
で
あ
っ
た
。

〔
史
料
８
〕（「
関
係
書
類
」
三
）

　
　
　

移
住
開
墾
地
貸
下
予
定
地
ノ
義
ニ
付
追
願

貴
道
胆
振
国
虻
田
郡
久マ

マ治
安
村
ニ
於
テ
農
業
ノ
目
的
ヲ
以
テ
移

住
開
墾
ノ
為
メ
土
地
貸
下
予
定
方
鈴
木
蕃
（
鈴
木
新
外
三
名
代

理
人
）ヨ
リ
ハ
昨
年
五
月
十
七
日
附
ヲ
以
テ
願
上（
三
百
五
十
万

坪
）
岩
谷
善
右
衛
門
ヨ
リ
ハ
昨
年
五
月
廿
九
日
及
六
月
六
日
附

ヲ
以
テ
願
上
（
四
百
万
坪
）
置
候
処
右
予
定
願
地
ノ
内
重
復
ノ

ケ
所
有
之
今
般
双
方
熟
議
ヲ
遂
ケ
候
間
別
紙
図
面
朱
線
ノ
如
ク

岩
谷
善
右
衛
門
其
他
同
志
共
ニ
於
テ
更
ニ
三
百
万
坪
鈴
木
新
其

他
同
志
者
ニ
於
テ
更
ニ
百
万
坪
合
計
四
百
万
坪
御
貸
下
被
下
度

（
後
略
）

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
二
月
付
（
日
に
ち
は
な
し
）
の
北
海
道

庁
長
官
北
垣
国
道
宛
の
岩
谷
善
右
衛
門
、
恒
松
隆
慶
、
鈴
木
蕃
連
名

に
よ
る
追
願
で
あ
る
。
鈴
木
蕃
か
ら
の
申
請
は
明
治
二
七
年
五
月

一
七
日
付
、
岩
谷
善
右
衛
門
か
ら
の
申
請
は
明
治
二
七
年
五
月
二
九

日
付
（〔
史
料
７
〕）
及
び
六
月
六
日
付
と
あ
る
。
石
見
国
、
出
雲
国

と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
同
県
の
団
体
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
様

の
場
所
の
貸
下
を
出
願
し
た
理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、

場
所
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
、
開
墾
方
法
が
岩
谷
善
右
衛
門
の
団
体

で
は
、
最
寄
り
各
郡
の
有
志
で
合
資
団
体
を
結
び
同
地
小
作
人
を
保

護
移
住
さ
せ
る
方
式
、
鈴
木
蕃
の
団
体
で
は
、
出
願
者
自
身
が
移
住

地
に
入
り
、
移
住
地
か
ら
小
作
人
を
募
集
し
て
開
墾
す
る
方
式
で
あ

り
、
道
庁
は
両
者
が
別
々
に
出
願
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
結
果
的

に
は
、
両
団
体
に
許
可
が
下
り
、
一
方
は
山
陰
移
住
会
社
（
三
百
万

坪
）
と
し
て
、
も
う
一
方
は
出
雲
（
鈴
木
）
農
場
（
五
四
万
坪
）
と

し
て
隣
接
し
た
地
に
入
植
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
以
上
、「
関
係
書

類
」
三
）
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四　

山
陰
移
住
会
社
の
成
立

　

前
述
し
た
と
お
り
、
山
陰
移
住
会
社
は
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）

年
に
石
見
国
邇
摩
安
濃
両
郡
の
有
志
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
邇
摩

安
濃
郡
を
所
轄
す
る
郡
長
・
藤
岡
直
蔵
が
彼
ら
有
志
を
招
集
し
た
の

は
、
同
年
一
月
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。

〔
史
料
９
〕（「
関
係
書
類
」
二
）

拝
啓
陳
ハ
北
海
道
移
住
ノ
今
日
ニ
必
要
ニ
シ
テ
且
有
益
ナ
ル
コ

ト
ハ
過
般
該
道
出
張
取
調
ノ
上
報
告
致
置
候
通
ニ
有
之
就
テ
ハ

兼
テ
本
郡
有
志
会
ノ
申
合
ニ
基
キ
不
取
敢
移
住
適
当
ノ
土
地
拝

借
方
出
願
有
之
候
処
近
来
拓
殖
事
業
勃
興
ノ
為
メ
良
好
ノ
土
地

誠
ニ
稀
少
ニ
相
成
右
拝
借
ニ
付
テ
ハ
意
外
ノ
競
争
起
リ
其
筋
ニ

於
テ
モ
種
々
詮
議
中
ノ
趣
ニ
候
得
共
本
県
知
事
ヨ
リ
特
別
ノ
尽

力
ヲ
蒙
リ
今
般
粗
貸
下
許
可
ヲ
得
ヘ
キ
見
込
相
立
候
因
テ
ハ
弥

以
テ
正
確
ノ
基
礎
ヲ
固
メ
漸
次
着
実
ニ
歩
ヲ
進
メ
（
傍
線
伊
藤
）

是
非
ト
モ
素
志
貫
徹
不
致
テ
ハ
不
相
成
其
辺
親
シ
ク
御
商
議
致

度
候
間
厳
寒
中
御
苦
労
ノ
至
ニ
候
得
共
万
障
差
繰
来
ル
十
一
日

午
前
九
時
大
森
村
勝
源
寺
へ
御
来
会
相
成
度
尤
将
来
ノ
利
害
ニ

関
シ
且
本
郡
ノ
名
誉
ニ
モ
差
響
キ
候
新
規
ノ
事
柄
ニ
付
御
同
意

ト
否
ト
ニ
拘
ハ
ラ
ス
篤
ト
御
考
慮
煩
シ
度
候
間
呉
々
モ
御
出
会

被
下
度
委
細
面
語
ヲ
期
ス　

早
々
不
宣

　
　
　
　
　

明
治
二
十
八
年
一
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
岡
直
蔵　
（
後
略
）

内
容
は
、
貸
下
許
可
の
見
込
み
が
立
っ
て
き
た
の
で
、
移
住
組
織

に
つ
い
て
の
協
議
を
行
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
会
議
で

は
、
社
名
を
山
陰
移
住
会
社
と
す
る
「
山
陰
移
住
会
社
定
款
」、「
山

陰
移
住
会
社
小
作
人
規
則
」
等
が
提
案
さ
れ
、
修
正
・
加
筆
の
上
で

承
認
と
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
参
加
者
＝
本
郡
有
志
会
は
、
邇
摩
安

濃
両
郡
の
一
四
一
名
で
、
そ
の
ま
ま
「
山
陰
移
住
会
社
発
起
人
」
と

な
っ
た
。

〔
史
料
10
〕（「
関
係
書
類
」
二
）

　
　
　

山
陰
移
住
会
社
定
款

　
　
　
　

第
一
章　

総
則

第
一
条　

当
会
社
ノ
名
称
ハ
山
陰
移
住
会
社
ト
称
ス

第
二
条　

当
会
社
ノ
事
務
所
ハ
島
根
県 　

 

郡　
　
　
（
傍
線
は

空
欄
、
伊
藤
）
ニ
設
ケ
当
会
社
一
切
ノ
事
務
ヲ
取
扱

ヒ
出
張
所
ヲ
北
海
道
開
墾
地
ニ
置
キ
施
業
ニ
関
ス
ル

事
務
ヲ
取
扱
ハ
シ
ム

第
三
条　

当
会
社
ハ
島
根
県
内
有
志
者
ニ
シ
テ
相
当
ノ
資
格
ア

ル
者
ヲ
北
海
道
ニ
移
住
開
墾
セ
シ
ム
ル
ヲ
目
的
ト
ス

第
四
条　

当
会
社
ノ
事
業
期
限
ハ
拾
ヶ
年
ト
ス
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第
五
条　

北
海
道
胆
振
国
虻
田
郡
倶
治マ
マ

安
村
原
野
ノ
内
参
百
万

坪（
（1
（

貸
下
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
弐
百
戸
ノ
移
住
者
ヲ
移
シ

（
後
略
）

第
六
条　

移
住
年
限
ハ
三
ヶ
年
間
ト
シ
初
年
ハ
六
十
戸
二
年
目

七
十
戸
三
年
目
七
十
戸
ト
ス

第
七
条　

移
住
者
ハ
会
社
ノ
小
作
人
ト
シ
一
戸
平
均
壱
万
弐
千

坪
宛
ノ
未
墾
地
ヲ
割
渡
シ
四
ヶ
年
ヲ
限
リ
墾
成
セ
シ

メ
其
墾
成
地
中
参
千
坪
ヲ
無
代
価
ニ
テ
分
与
ス

第
八
条　

移
住
者
ニ
ハ
旅
費
小
屋
掛
料
移
住
後
一
ヶ
年
間
ノ
食

料
農
具
及
種
子
ヲ
貸
与
ス

　
　
（
第
九
条
は
略
す
）

第
十
条　

移
住
者
ニ
ハ
墾
成
地
ニ
対
シ
三
ヶ
年
間
無
料
耕
作
セ

シ
メ
分
与
地
ヲ
除
ク
ノ
外
其
翌
年
ヨ
リ
類
地
相
当
ノ

小
作
料
ヲ
徴
収
ス

　
　
（
第
十
一
条
は
略
す
）

　
　
　
　

第
二
章　

資
本

第
十
二
条
当
会
社
ノ
資
本
ハ
総
額（
取
消
線
）
弐
参
万
四、
、千
円（
（1
（

ト
シ
各
社
員

ノ
出
資
額
ハ
一
口
参（
取
消
線
）百六
拾
円
ト
ス
但
其
出
資
方
法

及
取
扱
手
続
ハ
総
会
ニ
於
テ
別
ニ
之
レ
ヲ
定
ム

第
十
三
条
当
会
社
ノ
責
任
ハ
会
社
ノ
資
産
ニ
止
マ
リ
会
社
員
一

己
ノ
財
産
ニ
及
ホ
ス
事
ヲ
得
ス

　
　
（
第
三
章
役
員
、
第
四
章
会
議
、
第
五
章
雑
則
は
略
す
）

　

紙
幅
の
関
係
で
一
部
省
略
し
た
が
、
こ
の
定
款
を
見
れ
ば
、
山
陰

移
住
会
社
の
目
指
し
て
い
た
も
の
は
ほ
ぼ
分
か
る
。
補
足
し
て
お
け

ば
、
事
務
所
（
本
社
）
を
石
見
国
に
置
き
、
倶
知
安
の
農
場
事
務

所
を
出
張
所
の
扱
い
に
し
た
こ
と
（
第
二
条
）。
事
業
年
限
を
一
〇

年
と
し
た
こ
と
（
第
四
条
）、
貸
下
許
可
と
な
る
原
野
は
三
百
万
坪

で
二
百
戸
の
移
住
者
を
入
植
さ
せ
る
こ
と
（
第
五
条
）、
移
住
者
は

会
社
の
小
作
人
と
す
る
こ
と
（
第
七
条
）
等
で
あ
る
。『
北
海
道

と
島
根
県
』
に
よ
る
と
、
山
陰
移
住
会
社
の
設
立
は
、
明
治
二
八

（
一
八
九
五
）
年
三
月
で
、
本
社
を
邇
摩
郡
大
森
町マ
マ

に（
（1
（

置
き
、
頭
取

に
岩
谷
善
右
衛
門
、
重
役
に
恒
松
隆
慶
ほ
か
八
名
を
任
命
し
た
と
あ

る
。こ

の
会
議
を
受
け
て
、
米
田
和
一
ら（
（1
（

が
再
び
渡
道
す
る
。
そ
の
目

的
は
、
貸
下
地
の
受
領
、
移
住
地
区
画
の
調
査
、
貸
下
地
の
測
量
、

事
務
所
・
倉
庫
の
設
置
場
所
の
特
定
、
仮
出
張
所
・
小
作
居
小
屋
の

建
築
等
で
あ
る
。
さ
ら
に
米
田
は
、
岩
谷
善
右
衛
門
の
代
理
者
と
し

て
、
道
庁
に
申
請
す
る
書
類
の
訂
正
を
行
い
、
よ
う
や
く
土
地
貸
下

願
の
申
請
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
明
治
二
八
年
五
月
二
五
日
の
こ
と
で
あ

る
。〔

史
料
11
〕（「
関
係
書
類
」
三
）

　
　
　
　

土
地
貸
下
願

胆
振
国
虻
田
郡
倶
知
安
原
野
ノ
内
別
紙
朱
線
以
北
草
色
ノ
ヶ
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所
一　

原
野
地
参
百
万
坪

　
　
　

但
他
ニ
貸
下
地
及
出
願
中
ノ
モ
ノ
無
之
候

右
北
海
道
土
地
払
下
規
則
並
ニ
同
施
行
手
続
（
傍
線
伊
藤
）
ヲ

遵
守
シ
別
紙
起
業
方
法
書
ノ
通
リ
無
相
違
成
功
可
致
候
間
該
地

積
御
貸
下
相
成
度
此
段
奉
願
候
也

　
　
　
　

明
治
二
十
八
年
五
月
二
十
五
日

　
　
　
　
　
　

山
陰
移
住
会
社
創
立
委
員
長
岩
谷
善
右
衛
門
代
理

島
根
県
石
見
国
安
濃
郡
波
根
西
村
四
百
六
拾
八

番
屋
敷
平
民　

米
田
和
一

　
　
　

北
海
道
庁
長
官
北
垣
国
道
殿

　
　
　
（
以
下
「
起
業
方
法
書
」
は
略
す
）

傍
線
部
は
、
土
地
払
下
の
面
積
は
一
人
一
〇
万
坪
。
盛
大
の
事
業

も
許
可
。
貸
下
期
間
は
一
〇
年
以
内
。
全
地
成
功
の
後
は
一
千
坪
に

つ
き
一
円
で
払
下
と
い
う
規
則
を
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
貸
下
願

か
ら
三
日
後
、
道
庁
か
ら
許
可
が
下
り
た
。

　
　

五　

移
住
の
開
始
と
小
作
人
組
合
の
結
成

「
山
陰
移
住
会
社
定
款
」
に
よ
る
と
、小
作
人
に
は
、移
住
の
旅
費
、

小
屋
掛
料
、
移
住
後
一
年
間
の
食
料
・
農
具
及
種
子
を
貸
与
す
る
こ

と
（
第
八
条
）。
一
戸
に
平
均
一
万
二
千
坪
の
未
墾
地
を
割
渡
し
て

そ
れ
を
四
年
で
墾
成
さ
せ
る
こ
と
、
墾
成
地
の
内
三
千
坪
を
無
償
で

分
与
す
る
こ
と
（
第
七
条
）
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
「
山
陰
移
住
会
社

小
作
人
規
則
」（
第
一
～
第
二
〇
）
を
定
め
て
、
小
作
人
の
募
集
を

開
始
し
た
。

小
作
人
の
募
集
は
、「
山
陰
移
住
会
社
創
立
申
合
」（「
関
係
書
類
」
二
）

の
第
二
に
「
会
社
ハ
可
成
邇
摩
安
濃
両
郡
内
有
志
者
ヨ
リ
成
立
セ
シ

ム
ル
ノ
目
的
ナ
ル
モ
時
宜
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
広
ク
県
内
一
般
ヨ
リ
募
集
ス

ル
事
」、
第
十
六
に
「
移
住
人
誘
導
方
ハ
成
ル
ヘ
ク
郡
役
所
町
村
役

場
ニ
出
願
シ
創
立
委
員
会
ニ
於
テ
精
良
ノ
者
ヲ
選
抜
ス
ル
事
」
と
あ

る
。
本
来
、
邇
摩
安
濃
両
郡
の
有
志
者
が
出
資
し
た
会
社
で
あ
り
、

両
郡
在
住
者
か
ら
募
集
す
る
の
が
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、

三
カ
年
で
二
百
戸
の
小
作
人
を
募
集
す
る
こ
と
に
は
、
当
初
か
ら
不

安
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
れ
が
「
時
宜
ニ
ヨ
リ
テ
ハ
広
ク
県
内
一
般

ヨ
リ
募
集
ス
ル
事
」
と
さ
れ
た
理
由
で
あ
ろ
う
。

〔
史
料
12
〕（『
北
海
道
談
話
筆
記
』「
関
係
書
類
」
三 

所
収
）

現
今
移
住
会
社
小
作
人
ハ
百
参
拾
戸
デ
ア
リ
マ
シ
テ
人
口
ハ

四
百
八
拾
参
人
デ
ア
ル
ガ
其
内
安
濃
郡
ガ
一
番
少
ナ
イ
殊
ニ
米

田
君
出
身
為
ニ
北
海
道
ト
大
干マ
マ

係
ア
ル
此
波
根
西
村
ハ
一
人
モ

移
住
シ
タ
モ
ノ
ガ
ナ
イ
（
中
略
）
山
陰
移
住
会
社
ハ
邇
摩
安
濃

二
郡
ニ
テ
成
立
シ
テ
オ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ニ
却
テ
小
作
人
ハ
邑
智
郡
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又
ハ
募
集
ニ
手
ヲ
下
サ
ン
所
ノ
鳥
取
県
広
島
県
等
ノ
地
ノ
モ
ノ

モ
多
々
ア
リ
マ
ス

　

右
の
史
料
は
、『
北
海
道
談
話
筆
記
』と
題
さ
れ
た
冊
子
の
部
分
で
、

衆
議
院
議
員
と
な
っ
て
い
た
恒
松
隆
慶（
（1
（

が
、明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）

年
一
一
月
三
〇
日
に
波
根
西
村
に
お
い
て
行
っ
た
講
演
を
記
録
し
た

も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
恒
松
は
、
同
年
四
月
一
五
日
か
ら
五
月

二
〇
日
ま
で
渡
道
し
、
山
陰
移
住
会
社
農
場
視
察
と
共
に
事
務
監
査

を
行
っ
た
。
帰
島
後
、
郷
里
の
邇
摩
安
濃
両
郡
内
を
回
っ
て
視
察
報

告
を
行
っ
た
。
波
根
西
村
の
講
演
で
は
、明
治
三
〇
年
末
の
時
点
で
、

倶
知
安
へ
の
入
植
が
一
三
〇
戸
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
米
田
和

一
の
出
身
で
あ
る
波
根
西
村
か
ら
の
入
植
が
な
い
こ
と
が
ま
ず
語
ら

れ
る
。
次
い
で
、
邑
智
郡
は
邇
摩
安
濃
郡
に
隣
接
す
る
郡
で
あ
る
か

ら
「
県
内
一
般
ヨ
リ
募
集
」
す
る
と
い
う
申
合
に
該
当
す
る
も
の
の
、

ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
鳥
取
県
や
広
島
県
か
ら
の
入
植
者
が
多
い
こ

と
に
言
及
し
て
い
る
。

恒
松
が
別
に
作
成
し
た
『
北
海
道
視
察
談（
（1
（

』
の
緒
言
に
は
、「
七
八

月
中
邇
摩
安
濃
両
郡
内
温
泉
津
、
大
森
、
大
田
、
川
合
、
波
根
東
、

大
家
其
他
ニ
於
テ
之
レ
ガ
視
察
談
ヲ
ナ
シ
タ
ル
コ
ト
十
数
回
ニ
及
ベ

リ
」
と
記
し
て
い
る
。
恒
松
の
目
的
は
、
残
り
七
〇
戸
の
小
作
人
を

邇
摩
安
濃
両
郡
か
ら
志
願
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
小
作
人
の
実
際

の
渡
航
状
況
を
記
し
た
の
が
次
の
史
料
で
あ
る
。

〔
史
料
13
〕（「
関
係
書
類
」
四
）

　
　
　

移
住
渡
航
監
督
員

一　

明
治
二
十
八
年
六
月
二
十
日
岩
内
港
ニ
着
同
廿
三
日
着
場

　
　
　
　

一
次
監
督
員　
　

河
泉　

波
衛

　
　
　
　

〃　

世
話
人　
　

丸　

豊
五
郎　

下
垣
広
七
郎

一　

明
治
二
十
九
年
四
月
廿
二
日
着
岩
二
十
四
日
着
場

　
　
　
　

二
次
監
督
員　
　

厚
東
五
三
郎　

渡
利
秀
吉
郎

一　

明
治
三
十
年
三
月
三
十
一
日
石
見
国
温
泉
津
港
出
帆
四
月

五
日
午
後
五
時
伯
耆
国
境
港
ヨ
リ
鳥
取
吉
村
所
有
船
第
一

聖
徳
丸
ニ
テ
出
帆
十
五
日
午
前
六
時
岩
内
港
着
同
月
十
七

日
農
場
着
五
月
一
日
農
場
出
発
帰
途
ニ
就
ク

　
　
　
　

三
次
監
督
員　
　

宮
脇
行
篤

一　

同
三
十
年
五
月
廿
一
日
伯
耆
境
港
ヨ
リ
第
一
聖
徳
丸
ニ
乗

込
抜
錨
同
三
十
一
日
岩
内
港
ニ
着
六
月
一
日
農
場
ニ
着
ス

　
　
　
　

四
次
監
督
員　

清
水
重
七　

一　

同
三
十
一
年
五
月
六
日
周
陽
丸
ニ
テ
着
岩
八
日
農
場
ニ
着

ス

　
　
　
　

五
次
監
督
員　

高
橋
作
太
郎　
（
史
料
中
の
傍
線
伊
藤
）

　

山
陰
地
方
か
ら
募
集
し
た
小
作
人
の
渡
航
は
明
治
二
八
（
一
八
九

五
）
年
か
ら
三
一
年
ま
で
五
次
に
渡
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
恒
松
の
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『
北
海
道
談
話
筆
記
』
に
よ
る
と
、
第
一
次
は
二
〇
戸
（
七
三
人
）、

第
二
次
は
四
八
戸
（
一
八
五
人
）、
第
三
次
は
二
四
戸
（
一
〇
八
人
）

と
さ
れ
る
が
、
第
四
次
及
び
第
五
次
の
戸
数
と
人
数
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
農
場
事
務
員
で
あ
る
米
田
和
一
の
日
記
『
敬
止
録（
（1
（

』
に
よ

る
と
、
第
一
次
は
二
〇
戸
（
七
二
人
）、「
日
誌（
（2
（

」
に
よ
る
と
、
第
五

次
の
戸
数
は
四
九
戸
で
あ
る
。

監
督
員
、
世
話
人
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
の
監
督
員
で
あ
る
河
泉

波
衛
は
川
合
村
在
住
で
山
陰
移
住
会
社
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
。
彼

の
場
合
は
、
あ
く
ま
で
監
督
員
で
あ
っ
て
小
作
人
と
し
て
農
場
に
入

植
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
世
話
人
と
し
て
名
を
連
ね
る
丸
豊
五
郎
、

下
垣
広
七
郎
は
農
場
事
務
所
で
物
品
係
を
務
め
て
い
る
（『
北
海
道
視

察
談
』）
が
、
本
来
は
小
作
人
と
し
て
開
墾
に
従
事
し
て
い
る
。
四
次

監
督
員
の
清
水
重
七
は
小
作
周
旋
人
兼
小
作
人
と
さ
れ
る
。
移
住
手

段
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
市
新
鋳
物
師
町
の
吉
村
家
が
所
有
し
た
西
洋

型
帆
走
船
・
第
一
聖
徳
丸
が
使
用
さ
れ
た
。
吉
村
家
は
、
明
治
一
〇

年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
山
陰
と
小
樽
港
を
結
ぶ
定

期
船
を
使
用
し
て
、
物
資
や
移
住
者
を
運
ん
だ
。〔
史
料
13
〕
で
は
、

第
三
次
、
第
四
次
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、『
敬
止
録
』
に
よ
る
と
、

第
一
次
も
第
一
聖
徳
丸
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

吉
村
家
と
聖
徳
丸
に
つ
い
て
は
、
鳥
取
市
の
収
入
役
を
務
め
た
吉

村
欣
二
が
「
北
海
道
開
発
物
語
り（
（2
（

」
の
中
で
回
顧
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
抜
粋
引
用
し
て
み
る
。

私
の
家
は
明
治
十
八
年
ご
ろ
か
ら
自
家
の
所
有
船
西
洋
型
帆
ま

い
船
を
も
っ
て
因
幡
国
賀
露
港
と
伯
耆
を
起
点
と
し
て
、
主
と

し
て
、
北
海
道
小
樽
港
を
目
的
地
と
す
る
航
路
お
よ
び
臨
時
に

室
蘭
、
釧
路
方
面
に
回
航
し
、
小
樽
に
は
支
店
を
設
け
て
い
た

次
第
で
、
北
海
道
と
は
関
係
が
深
い
。（
中
略
）
私
の
家
の
船
で

北
海
道
に
送
っ
た
移
住
者
の
数
は
明
治
三
十
三
年
ま
で
に
一
万

人
ぐ
ら
い
に
達
す
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
特
に
小
樽
地
方
北
見

国
方
面
が
多
い
。
当
時
本
県
の
農
、漁
村
は
経
済
力
に
乏
し
く
、

従
っ
て
北
海
道
に
渡
っ
て
生
活
を
切
り
ひ
ら
こ
う
と
志
す
人
も

多
か
っ
た
。
私
の
家
で
は
渡
道
希
望
者
を
募
集
す
る
た
め
勧
誘

者
を
諸
村
に
出
し
て
集
め
、
こ
れ
を
賀
露
ま
た
は
境
港
に
集
合

さ
せ
て
船
に
乗
せ
た
う
え
移
住
さ
せ
た
。（
中
略
）
航
海
す
る
船

は
帆
船
だ
か
ら
一
航
海
に
一
週
間
な
い
し
十
五
日
く
ら
い
を
要

し
た
ら
し
い
。

吉
村
家
の
航
海
業
は
、
欣
二
の
祖
父
貞
次
郎
が
開
始
し
、
父
為
吉

の
代
ま
で
続
い
た
が
、
為
吉
が
明
治
三
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
死

去
し
た
た
め
に
そ
の
二
年
後
に
廃
業
し
た
と
い
う
。
吉
村
欣
二
の
記

述
は
晩
年
の
も
の
で
あ
る
が
、
諸
村
に
出
か
け
て
渡
道
希
望
者
を
募

集
し
た
こ
と
、
賀
露
ま
た
は
境
港
に
集
合
さ
せ
た
こ
と
な
ど
興
味
深

い
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
聖
徳
丸
で
倶
知
安
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に
入
植
し
た
鳥
取
県
人
・
足
立
繁
太
郎
の
事
例
を
、彼
の
回
顧
録
「
真

実　

八
十
九
才
の
愬
え（
（2
（

」
で
見
て
み
る
。

足
立
繁
太
郎
は
、
倶
知
安
町
の
初
代
名
誉
町
民
と
な
っ
た
人
物
で
、

明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
に
鳥
取
県
河
村
郡
浅
津
村
下
浅
津
（
現
、

湯
梨
浜
町
下
浅
津
）
に
貧
農
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
農
業
で
生

計
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
父
・
粂
次
は
利
尻
の
ニ
シ
ン
場
に
出

稼
ぎ
に
出
か
け
る
。
山
陰
移
住
会
社
の
第
五
次
入
植
団
に
参
加
し
た

契
機
は
、
浅
津
村
役
場
の
計
ら
い
と
父
の
実
弟
が
渡
道
し
て
い
た
こ

と
に
あ
る
と
い
う
。
明
治
三
一
年
の
春
、
祖
父
母
、
母
、
繁
太
郎
を

含
め
た
子
ど
も
五
人
の
計
八
人
で
境
港
ま
で
移
動
。
こ
こ
で
因
幡
国

と
伯
耆
国
の
移
住
者
が
合
流
し
、
美
保
関
で
石
見
国
の
移
住
者
を

待
っ
て
帆
前
船
で
出
帆
。
父
・
粂
次
と
は
倶
知
安
で
合
流
と
な
っ
た
。

移
住
前
の
出
来
事
と
し
て
、「
天
神
川
の
堤
防
が
切
れ
下
浅
津
一
帯

が
湖
。
父
が
東
郷
池
に
も
や
っ
て
あ
っ
た
舟
を
漕
い
で
来
て
垣
根
を

界
の
香
宝
寺
に
ひ
難
し
た
」
と
い
う
水
害
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
は
〔
史
料
２
〕〔
史
料
３
〕
で
も
み
た
明
治
二
六
年
の
水
害
で
、
こ

の
時
、
鳥
取
県
は
島
根
県
を
は
る
か
に
凌
ぐ
被
害
を
受
け
て
い
た（
（2
（

。

足
立
繁
太
郎
の
回
顧
録
か
ら
は
、次
の
こ
と
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

第
一
は
、
役
場
の
計
ら
い
で
山
陰
移
住
会
社
の
入
植
団
に
参
加
し
た

こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
小
作
人
の
募
集
は
、
ま
ず
邇
摩
安

濃
両
郡
、
次
い
で
時
宜
に
よ
り
広
く
島
根
県
内
、
さ
ら
に
な
る
べ
く

郡
役
所
・
町
村
役
場
に
出
願
の
者
と
い
う
基
準
が
あ
っ
た
。
可
能
性

と
し
て
は
、
応
募
者
が
不
足
す
る
中
で
、
山
陰
移
住
会
社
が
さ
ら
に

範
囲
を
広
げ
て
募
集
を
し
た
。
も
し
く
は
、
前
述
の
吉
村
に
よ
る
勧

誘
が
行
わ
れ
た
、
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
第
二
は
、
水
害

が
移
住
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。米
田
和
一
は
、

こ
の
水
害
を
山
陰
移
住
会
社
設
立
の
契
機
に
し
よ
う
と
し
た
し
、
足

立
繁
太
郎
の
事
例
は
間
接
的
な
影
響
が
あ
っ
た
可
能
性
を
窺
わ
せ

る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
こ
の
水
害
が
直
接
的
な
影
響
を
与
え
た
と
す

る
事
例
が
あ
る（
（2
（

。
も
っ
と
も
、
水
害
は
契
機
で
あ
っ
て
主
た
る
要
因

で
は
な
い
。
狭
隘
な
土
地
、
高
い
小
作
料
、
長
子
単
独
相
続
と
い
っ

た
当
時
の
農
村
構
造
の
中
に
、
本
来
的
な
理
由
は
隠
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
山
陰
移
住
会
社
の
小
作
人
は
、
山
陰
地
方
以
外
に
も
道
内

か
ら
の
再
移
住
者
も
対
象
と
し
て
い
た
。
結
果
的
に
、
ど
れ
だ
け
の

移
住
者
が
集
ま
っ
た
か
を
ま
と
め
た
の
が
次
頁
の
〔
表
１
〕〔
表
２
〕

で
あ
る
。〔
表
１
〕
は
、
四
次
の
入
植
が
行
わ
れ
た
後
に
集
計
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
が
、
肝
心
の
邇
摩
安
濃
両
郡
か
ら
の
入
植
戸
数
は
、

三
七
戸
で
全
戸
数
一
三
〇
戸
に
占
め
る
割
合
は
、
二
八
．
五
パ
ー
セ

ン
ト
し
か
な
い
。
島
根
県
全
域
で
も
六
六
戸
で
あ
り
、
こ
れ
で
全
戸

数
の
約
半
分
で
あ
る
。
な
お
、『
北
海
道
視
察
談
話
附
録
』に
よ
る
と
、

鳥
取
県
か
ら
は
、
二
次
は
因
幡
国
か
ら
一
〇
戸
、
三
次
は
因
幡
国
か

ら
一
七
戸
、
四
次
は
伯
耆
国
か
ら
一
六
戸
が
入
植
し
た
こ
と
が
分
か

る
。
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合
わ
せ
て
四
三
戸
に
及
ぶ
入
植
は
、
全
戸
数
の
三
三
．
一
パ
ー
セ
ン

ト
に
及
ぶ
。
恒
松
隆
慶
が
嘆
い
た
理
由
は
よ
く
分
か
る
。〔
表
２
〕は
、

「
山
陰
移
住
会
社
農
場
概
況
一
覧
表（
（2
（

」（「
関
係
書
類
」
四
）
に
よ
る
も

の
で
、
旧
国
名
に
よ
る
集
計
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
一
覧
表
で
は
、

移
住
戸
数
を
次
の
よ
う
に
集
計
し
て
い
る
。

明
治
二
八
年
末　

移
住
戸
数
二
一　
　

現
住
戸
数
二
一

明
治
二
九
年
末　

移
住
戸
数
八
八　
　

現
住
戸
数
八
二

明
治
三
〇
年
末　

移
住
戸
数
一
三
九　

現
住
戸
数
一
三
三

明
治
三
一
年
末　

移
住
戸
数
二
〇
四　

現
住
戸
数
一
九
六

ち
な
み
に
、『
倶
知
安
の
八
十
年
』
で
は
移
住
戸
数
を
二
〇
四
戸

と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
末
の
移
住
戸

数
を
指
し
て
い
る
。〔
表
２
〕
の
合
計
戸
数
一
九
六
戸
が
明
治
三
一

年
末
の
現
住
戸
数
で
あ
る
。
こ
の
内
、
石
見
国
の
戸
数
は
一
一
一
戸

（
五
六
．
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
な
る
の
で
、〔
表
１
〕
か
ら
は
四
五
戸

増
え
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
五
次
の
入
植
戸
数
は
前
述
の
と

お
り
四
九
戸
で
あ
り
、
数
字
的
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
鳥
取
県
人
の
場

合
も
〔
表
１
〕〔
表
２
〕
間
に
一
六
戸
の
増
加
が
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
増
加
戸
数
の
実
態
は
管
見
す
る
資
料
か
ら
は
窺
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
た
だ
、『
北
海
道
と
島
根
県
』
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

記
載
者
は
も
ち
ろ
ん
米
田
で
あ
る
。

〔表２〕  山陰移住会社農場概況一覧表
明治 31 年 12 月末調

〔表１〕  山陰移住会社小作人戸口表
明治 30 年６月１日調

出身県 旧国名 現住者原籍国戸数 出身県 郡名 戸数 人数

石 見 111 仁 摩 31 122

出 雲 3 安 濃 6 21

因 幡 33 飯 石 2 5

伯 耆 26 邑 智 27 90

広   島 備 後 6 鳥   取 ― 43 177

新   潟 越 後 4 広   島 ― 7 25

徳   島 阿 波 6 新   潟 ― 4 11

青   森 陸 奥 2 徳   島 ― 2 7

千   葉 上 総 1 青   森 ― 1 5

栃   木 下 野 1 千   葉 ― 1 4

愛   媛 伊 予 1 栃   木 ― 1 3

山   形 羽 前 1 愛   媛 ― 1 3

香　 川 讃 岐 1 山   形 ― 1 2

合計 196 北海道 ― 3 8

合計 130 483

『北海道視察談』

島根

鳥取

『山陰移住会社関係書類』四

島根県

出身県 旧国名 現住者原籍国戸数 出身県 郡名 戸数 人数

石 見 111 仁 摩 31 122

出 雲 3 安 濃 6 21

因 幡 33 飯 石 2 5

伯 耆 26 邑 智 27 90

広   島 備 後 6 鳥   取 ― 43 177

新   潟 越 後 4 広   島 ― 7 25

徳   島 阿 波 6 新   潟 ― 4 11

青   森 陸 奥 2 徳   島 ― 2 7

千   葉 上 総 1 青   森 ― 1 5

栃   木 下 野 1 千   葉 ― 1 4

愛   媛 伊 予 1 栃   木 ― 1 3

山   形 羽 前 1 愛   媛 ― 1 3

香　 川 讃 岐 1 山   形 ― 1 2

合計 196 北海道 ― 3 8

合計 130 483

『北海道視察談』

島根

鳥取

『山陰移住会社関係書類』四

島根県
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二
十
八
年
六
月
二
十
三
日
第
一
期
の
移
住
者
二
十
戸
着
場
鍬
初

式
を
行
ふ
。
依
つ
て
之
れ
を
当
農
場
開
始
の
記
念
祭
日
と
定
め

た
り
。
而
し
て
二
十
九
年
に
は
因
幡
伯
耆
の
応
募
者
を
加
へ

て
六
十
七
戸
、
三
十
年
に
は
同
四
十
九
戸
、
三
十
一
年
に
は

五
十
五
戸
を
移
し
、
其
他
道
内
よ
り
募
集
せ
し
十
三
戸
を
併
せ

て
小
作
人
の
総
数
二
百
四
戸
、
八
百
三
十
六
人
に
達
せ
り
。
之

れ
を
国
別
に
見
れ
ば
、
石
見
百
十
九
戸
、
因
幡
三
十
三
戸
、
伯

耆
二
十
六
戸
、
備
後
六
戸
、
阿
波
六
戸
、
越
後
四
戸
、
出
雲
三

戸
、
陸
奥
二
戸
、
其
他
羽
前
、
上
総
、
下
野
、
伊
予
、
讃
岐
等

各
一
戸
宛
な
り

「
石
見
百
十
九
戸
」
の
数
字
以
外
は
、〔
表
２
〕
つ
ま
り
「
山
陰
移

住
会
社
農
場
概
況
一
覧
表
」
の
数
字
と
合
致
す
る
。
旧
国
名
の
表
記

か
ら
も
、
米
田
の
記
述
は
、
こ
の
一
覧
表
を
基
に
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
数
字
的
な
整
合
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

最
後
に
、
入
植
し
た
小
作
人
で
あ
る
が
、
原
則
一
〇
戸
を
一
組
と

す
る
組
合
を
結
成
し
た
。
こ
れ
は
、「
山
陰
移
住
会
社
小
作
人
規
則
」

第
一
一
に
、「
小
作
人
ハ
十
戸
毎
ニ
小
作
組
合
ヲ
結
ヒ
事
業
上
其
他

相
救
相
扶
ノ
責
ヲ
負
ヒ
当
会
社
ニ
対
ス
ル
負
債
ニ
付
テ
ハ
連
帯
ノ
義

務
ヲ
負
フ
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
相
互
扶
助
と
共
に
会
社
へ
の

連
帯
責
任
を
負
わ
せ
る
仕
組
み
で
あ
る
。鳥
取
県
人
を
例
に
と
る
と
、

組
長
・
中
村
廣
鉢
（
一
〇
戸
、
因
幡
部
、
明
治
二
九
年
四
月
入
植
）、

組
長
・
山
下
源
五
郎
（
九
戸
、
因
幡
部
、
明
治
三
〇
年
四
月
入
植
）、

組
長
・
竹
下
友
蔵
（
九
戸
、
因
幡
部
、
明
治
三
〇
年
四
月
入
植
）、

組
長
・
柳
生
米
蔵
（
一
五
戸
、
伯
耆
部
、
明
治
三
〇
年
五
月
入
植
）、

組
長
・
洞
ケ
瀬
平
三
郎
（
九
戸
、
伯
耆
部
、
明
治
三
一
年
五
月
入
植
）

の
五
組
計
五
二
戸
が
、
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
出
身
国
別
に
組

合
を
編
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
渡
航
す
る
段
階
で
の
成
り
行
き
で
、

決
ま
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

恒
松
が
農
場
視
察
し
た
折
、「
山
陰
移
住
会
社
農
場
東
部
因
幡
組

巡
視
」（『
北
海
道
視
察
談
』）
を
し
た
と
い
う
。
因
幡
組
の
名
を
持
つ

の
が
、
右
の
ど
の
団
体
だ
っ
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
明
治

三
〇
（
一
八
九
七
）
年
四
月
二
九
日
の
夕
刻
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
執
筆
の
契
機
は
、島
根
県
人
が
組
織
し
た
山
陰
移
住
会
社
に
、

隣
県
の
鳥
取
が
呼
応
し
た
点
に
着
目
し
た
こ
と
に
あ
る
。「
鳥
取
県
」

か
ら
「
山
陰
」
へ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
的
広
が
り
は
、
多
分
に
今
日
的
な

課
題
を
相
対
化
さ
せ
る
た
め
の
試
み
で
も
あ
る
。
た
だ
、
執
筆
を
始

め
て
か
ら
、「
関
係
書
類
」
を
補
完
す
る
未
見
の
史
料
が
あ
る
こ
と

が
分
か
り
、
残
念
な
が
ら
、
本
稿
は
、
会
社
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
の

経
緯
と
、
農
場
の
開
設
ま
で
を
俯
瞰
す
る
に
止
め
た
。
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山
陰
移
住
会
社
に
よ
る
農
場
経
営
は
、
従
来
の
研
究
の
中
で
は
、

「
集
団
移
民
と
し
て
理
想
的
に
開
拓
に
成
功
し
た
一
例（
（2
（

」
と
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
島
根
県
知
事
、
北
海
道
庁
長
官
、
郷
里

の
郡
長
・
代
議
士
・
村
長
・
名
望
家
等
へ
と
展
開
し
た
運
動
を
見
て

も
、
そ
の
一
端
は
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
次
の
機
会
に
、
農
場
経
営

の
実
態
、
会
社
の
解
散
ま
で
を
ま
と
め
て
み
た
い
。「
山
陰
移
住
会

社
と
鳥
取
」
の
関
係
を
問
う
の
は
、
そ
れ
か
ら
で
あ
る
。

【 

注 

】

（
１
）	

鳥
取
県
立
公
文
書
館
が
実
施
し
た
鳥
取
県
人
の
北
海
道
移
住
調
査
は
、

平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
か
ら
同
一
三
年
ま
で
の
間
に
、
計
八
回
実
施

さ
れ
、
県
人
の
主
な
入
植
地
で
の
調
査
、
類
縁
機
関
で
の
資
料
調
査
等

を
行
っ
た
。

（
２
）	

移
住
者
の
戸
数
・
人
数
に
つ
い
て
は
、『
北
海
道
庁
統
計
書
』
の
数
字
を

基
本
に
、
そ
の
他
の
資
料
で
補
足
し
た
。

（
３
）	

こ
の
他
、
炭
鉱
、
林
業
に
関
わ
っ
た
鳥
取
県
人
も
相
当
数
あ
る
と
推
測

さ
れ
る
が
、
調
査
で
判
明
し
た
も
の
は
僅
か
で
あ
る
。

（
４
）	『
倶
知
安
の
八
十
年
』（
一
九
七
一
年
）
一
五
二
頁

（
５
）	

同
館
編
集
『
日
本
北
辺
関
係
旧
記
目
録
（
北
海
道
・
樺
太
・
千
島
・
ロ

シ
ア
）』（
一
九
九
〇
）
に
は
、「
四 

歴
史
資
料
（
特
殊
事
項
）
Ｄ
移
住
・

開
拓
」に「
山
陰
移
住
会
社
関
係
書
類（
参
考
資
料
第
弐
号
）」以
下
九
点
、

「
附
録
・
別
置
資
料
一
覧
」
に
「（
六
）
米
田
和
一
資
料
」
と
し
て
二
一

点
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
三
点
の
重
複
が
あ
る
の
で
、目
録
上
の
点
数
は
、

二
七
点
で
あ
る
。
す
べ
て
継
嗣
米
田
勝
彦
氏
か
ら
の
寄
贈
で
あ
る
。

（
６
）	

同
誌
は
、
明
治
二
六
（
一
八
九
三
）
年
二
月
一
五
日
に
、
東
京
に
あ
っ

た
石
見
郷
友
会
事
務
所
が
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
７
）	

明
治
一
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
鳥
取
士
族
の
北
海
道
移
住
は
ま
さ
に
そ

の
典
型
で
、
鳥
取
県
は
旧
城
下
に
集
住
す
る
士
族
を
釧
路
等
に
移
し
、

適
正
な
数
の
士
族
を
対
象
に
授
産
を
行
う
と
い
う
施
策
を
行
っ
た
。

（
８
）	『
新
北
海
道
史
』（
第
九
巻 

史
料
三
、一
九
八
〇
年
）
七
七
四
頁

（
９
）	

但
馬
国
養
父
郡
の
庄
屋
の
家
に
生
ま
れ
る
。
明
治
維
新
で
功
を
な
し
鳥

取
藩
士
に
列
せ
ら
れ
た
。
侯
爵
池
田
仲
博
の
相
談
役
と
な
り
十
勝
の
池

田
農
場
設
立
（
明
治
三
〇
年
）
に
も
関
わ
っ
て
い
る
。

（
10
）	

因
幡
国
気
多
郡
穩
地
村
に
生
ま
れ
る
。
明
治
五
年
に
島
根
県
に
奉
職
し

勧
業
課
長
、
邇
摩
安
濃
郡
長
と
な
る
。
退
任
帰
郷
後
に
、
第
五
代
鳥
取

市
長
と
な
り
二
期
務
め
た
。（『
鳥
取
県
大
百
科
事
典
』新
日
本
海
新
聞
社
、

一
九
八
四
年
）

（
11
）	

明
治
一
六
年
五
月
に
国
か
ら
の
通
達
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、
こ

の
時
、
計
二
〇
名
（
邇
摩
郡
一
〇
名
、
安
濃
郡
一
〇
名
）
が
集
ま
っ
て

い
る
。

（
12
）	『
北
海
道
と
島
根
県
』
に
よ
れ
ば
、「
廿
六
年
三
月
親
し
く
倶
知
安
原
野

に
入
り
て
実
況
を
踏
査
し
、
更
に
団
結
移
住
に
関
す
る
具
体
的
立
案
を

掲
げ
て
帰
郷
の
上
組
織
的
運
動
を
開
始
せ
り
」（
一
二
二
頁
）と
あ
る
。『
北
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海
道
と
島
根
県
』（
一
九
三
一
年
）
は
、
北
海
道
に
在
住
す
る
島
根
県
人

が
結
成
し
た
島
根
県
郷
友
会
が
刊
行
し
た
も
の
で
、
編
集
の
中
核
を
担
っ

た
の
は
米
田
で
あ
る
。

（
13
）	

そ
の
後
一
五
万
坪
の
追
加
貸
下
を
受
け
た
の
で
、
併
せ
て
三
一
五
万
坪

と
な
っ
た
。

（
14
）	

金
額
に
取
消
線
、
傍
点
が
あ
り
、
資
本
金
の
額
を
三
万
円
と
読
む
か
、

三
万
四
千
円
と
読
む
か
判
然
と
し
な
い
。『
北
海
道
と
島
根
県
』
で
は
設

立
当
初
の
金
額
を
三
万
五
千
円
と
し
、
そ
の
後
一
万
五
千
円
の
増
資
を

行
っ
て
五
万
円
と
な
っ
た
と
す
る
。　

（
15
）	

本
社
屋
は
旧
河
島
家
住
宅
（
大
田
市
指
定
文
化
財
）
内
に
あ
っ
た
。

（
16
）	

恒
松
隆
慶
著
『
北
海
道
談
話
筆
記
』（
本
文
参
照
）
に
よ
る
と
、
米
田
の

他
は
揖
野
義
雄
（
邇
摩
郡
静
間
村
）、
島
林
武
吉
郎
（
安
濃
郡
朝
山
村
）

の
二
名
で
、
い
ず
れ
も
山
陰
移
住
会
社
発
起
人
で
あ
る
。

（
17
）	

恒
松
は
、
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
三
月
に
行
わ
れ
た
選
挙
（
島
根

第
四
区
）
で
当
選
し
た
。

（
18
）	

明
治
三
〇
年
九
月
に
「
北
海
道
視
察
談
話
附
録
」
と
一
括
し
て
松
江
で

発
行
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）	

原
本
は
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
。
翻
刻
し
た
も
の
が
『
後
志
郷

土
史
シ
リ
ー
ズ
第
二
集
』（
一
九
六
一
年
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）	

注
（
５
）
の
目
録
に
は
、
山
陰
移
住
会
社
出
張
所
日
誌
と
し
て
四
冊
が

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
明
治
三
一
年
度
分
に
あ
た
る
。

（
21
）	「
日
本
海
新
聞
」
に
四
回
に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
発
行
年

月
日
の
特
定
が
で
き
な
い
。

（
22
）	

こ
の
回
顧
録
は
、
足
立
繁
太
郎
の
ご
子
息
俊
雄
氏
か
ら
提
供
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。

（
23
）	『
鳥
取
県
史
』
近
代
政
治
篇
（
二
五
五
頁
）
は
、
県
下
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
、
死
者
二
一
九
人
、
行
方
不
明
一
〇
九
人
、
流
壊
家
屋
四
六
九
八
戸
、

半
壊
家
屋
五
，
八
六
一
戸
、
浸
水
家
屋
一
八
，
一
九
二
戸
、
田
畑
流
失
一
，

六
五
六
町
歩
と
記
し
て
い
る
。

（
24
）	

河
村
郡
竹
田
村
久
原
（
現
、
東
伯
郡
三
朝
町
久
原
）
か
ら
岩
見
沢
に
移

住
し
た
安
藤
千
蔵
の
記
録
「
利
恵
幾
」
に
は
、「
廿
六
年
九マ
マ
月
七
日
七

夜
大
雨
ふ
り
大
水
出
家
那な
がガ
れ
て
廿
七
年
三
月
仁に

村
シし
つツ
立
」
と
あ
る
。

ま
た
、
明
治
二
六
年
一
二
月
一
五
日
付
日
野
郡
訓
令
発
甲
第
三
一
号
は
、

「
今
般
水
災
ニ
罹
リ
タ
ル
人
民
ニ
シ
テ
将
来
故
郷
ニ
在
テ
生
活
ノ
目
的
ナ

キ
モ
ノ
ハ
屯
田
兵
ヲ
志
願
シ
北
海
道
ニ
移
住
候
方
得
策
ニ
可
有
之
」
と

し
て
、
屯
田
兵
に
志
願
さ
せ
る
こ
と
を
解
決
策
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

（
25
）	

こ
の
一
覧
表
は
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
一
二
月
末
調
の
も
の
で
、

農
場
、
事
務
所
、
開
墾
成
績
、
工
事
、
戸
籍
（
人
戸
、
人
口
、
異
動
、

年
齢
別
、
現
住
者
原
籍
国
別
、
組
合
）、
農
作
（
農
作
高
、
各
種
優
等
作
、

多
額
収
穫
者
、
開
墾
并
耕
作
優
等
者
）
が
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

（
26
）	
注
（
19
）
の
解
題

　

執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
大
田
市
久
手
町
波
根
西
在
住
の
松
原
軍
二
氏
に
現
地

の
案
内
、資
料
の
提
供
等
ご
協
力
を
賜
っ
た
。
記
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。




